
「工業技術研究所講演会」開催のご案内 東洋大学工業技術研究所所長 石曽根 孝之

T
■

▼
一
一
一
一

▲

Γ

”

Ｄ

8

一
●

●

●

一

●

生3130‐
生bi00

東洋大学における小型ロケット打ち上げプロジエクト
0講演概要
近年1=タヮくの大学で,人工衛星や小型ロケットを題材としたプロジェクトが進められています

請演者は1東洋大学|こあいて同様のプロプエクトを立ち上|ずるつもりです

学生のための教育・研究プロジェクトとして活動しながら1産学連携の計画|こ発展させて,
地頭活性化に貢献してきたいと考えています.

講演では,既存のプロジエクトを概説して,実現可能であり,安全性と環境を西3照した

小型ロケットの打ち上|ずプロジェクトを提案したいと者えています.

隠 師プロフィ lレ]
2001年 3月 :東京大学大学院工学系研究科博士課程単位取得退学 (2001413博士(工学))
2001年 4ゼ003年 3月 :文部科学省宇宙科学研究所宇宙輸送研究系 助手
2003年牛2011年 3月 :青山挙院大学理工学部機械創造工学さ aむ手
2011年 4月―  I東洋大学理工学部機械工学科准教授

東洋大単理工学部 機概工単科

准教授藤松 信義

日常生活と放射線 ―被爆線量の考え方一
●講演概要
原発の事故|こより放射線への不安が高まつています。
放射線こ」〔何か、不ムたちの体|こどのような髯響があるのか、など放射線|こ関する数多くの情

報がこれまでにない速さで流れるよう|こなりました。
増加した放射線と共存せざるを得ない現在、放剣糸泉とその被ば<量 |こ関して正し<理解する
ことが求められます。
日常の放射線量の増力0をどのよう|こ解釈するべきかを考えます。

―
I    Jい

[路色巧ノロフィ lレ]
早稲田大学大学院人間科学研究科生命君学専政博士後期課程 単位取得退学後、¬ド/帯ノ`テツク株式会社

研究開発事業部 石汗究員、独立行政法人放射線医蓼総合研究所分子イメージウグ研究セッター技術員を経て現職。

現在、東洋大学理工学部准教授、放射像医学総合研究所分子イメージツケ研究センター客員協力研究員。

●諮演概要
3月に発生した東日本大震災の影響で福島原子力発電所に発生した事故|こより私たち|こ B祭

り注いでいる放射線の問題、特|こ健康への影響

"□
―ズアップされています。

今回の講演で 3〔放射線の私たちの身l本、細胞、DNAIこ及ぼす髭響を概説することもに、放射

線が関与するであろう健康被害として癌を取り上|プ、その発がん要因|こめ|する放射線リスク

の程度について判りやす<説明いたします。
[酪師ノロフィーlレ]
平成3年 東北大学大学院薬学石汗究科博土課程修3薬学博士
平成3年 l慣天堂大学 医学部助手
平成8年 アメリカUCSD医学部 研究員
平成11年 国立がんセンター中央研究所 室長
平成14年 41J幌医科大学 医学部 准教授
平成20年 頂天堂大学大学院医学研究狩准教授
平成23年 東洋大学理工学部生体医工学科 教授 同年 l頓天堂大学大学院医学研究科 宮員ζ文授兼任

射線と健康被害 ―発がんリスクを考える一

東洋六単理工単部 生体医工学科

准教授山崎 享子

東洋大単理工学部 生体医工学科

教授加藤 和貝U

技術懇和会 (会場:福不J厚生棟ンエスタにて)

裏面が申込用缶になつております



工業技術研究所 FAX 049‐ 232‐0981

諸演会 D技術懇話会 参加申込書
(フリガナ)

所属機関名

T

ご住所

電語 FAX

E一 MAIL

参加希望者 ※どちらか一方をOで囲んでください

役職名 氏  名 詰演会 懇話会 交通手段

(フリガナ)

参加

不今加

今加

不参加

・ 電車

H自動車

(フリガナ)

今加

不参加

参加

不参加

・ 電車

・ 自動車

(フリガナ)
→加

不今加

参加

不参加

・ 電車

・ 自動車

(フリガナ)
→加

不今加

参加

不参加

電車

自動車

(フリガナ)
今加

不今加

・ 今加

・ 不今加

・ 電車

・ 自動車

(フリガナ)
参加

不→加

・ 参加

・ 不多加

・ 電車

・ 自動車

(フリガナ)
参加

不今加

・ 参加

・ 不参加

・ 電車

・ 自動車

※ご案内の送付先に限りがある場合、また送付が不要の場合はごEE入ください




